





The Change Process of Educational Treatment in “Urawakangoku Kawagoebunkan”
― A Study of Mentally-Handicapped Persons Using Statistical Table Analysis ―
Megumi  Suematsu
本研究の目的は、明治大正期、浦和監獄川越分監における知的障害者に対する教育処遇の変遷につい
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時の典獄であった三浦貢（在任期 1909 ～ 1913）・















































































あるが、1912 年に 9 項目からスタートし、1914
年にはその数を 16 に増やしている。その後も目
次は追加され、1917 年の 21 項目をもって落ち着
いている。このことから、概ねこの時期に、把握
すべき調査項目が整理されたことがうかがえる。
これに付随して、｢ 処遇ト研究 ｣ に充てられた
― 5 ―
社会福祉　第 57 号　2016

















































究」である。（※ 表 1 に要点を記入）大正 7 年に
は「五、怠惰癖ニ関スル研究」にも記述がある。
ここで注目すべきことは、｢ 低能者 ｣ に関する


































































明治四十五年大正元年中ニ於ケル統計及報告 第一、少年受刑者ニ関スル統計 第一、少年受刑者ニ関スル統計 第一、少年受刑者ニ関スル統計 第一、少年受刑者ニ関スル統計 第一、少年受刑者ニ関スル統計 第一、少年受刑者ニ関スル統計 第一、少年受刑者ニ関スル統計
項目
一、出入監ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項
二、動静賞罰並ニ検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並ニ検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並ニ検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並ニ検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並ニ検束ニ関スル事項
三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項
四、衛生ニ関スル事項 四、衛生ニ関スル事項 四、衛生ニ関スル項事 四、衛生ニ関スル項事 四、衛生ニ関スル項事 四、衛生ニ関スル項事 四、衛生ニ関スル項事 四、衛生ニ関スル項事
五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項
六、教育ニ関スル事項　 六、教育ニ関スル事項 六、教育ニ関スル事項 六、教育ニ関スル事項 六、教育ニ関スル事項 六、教育ニ関スル事項 六、教育ニ関スル事項 六、教育ニ関スル事項
七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　
附　明治四十二年以降出監者現況調 八、明治四十二年以降出監者現況調 八、明治四十二年以降出監者現況調 八、大正二年以降出監者現況 八、大正三年以降出監者ノ現況 八、大正三年以降出監者ノ現況 八、大正三年以降出監者ノ現況
附録　少年受刑者ノ処遇ト研究　（第一沿革） 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　
項目
第二少年受刑者ノ犯因ト境遇 一、生育ト犯罪 一、生育ト犯罪 一、生育ト犯罪 一、生育ト犯罪 一、生育ト犯罪 一、生育ト犯罪 一、生育ト犯罪
一、入監前ニ於ケル境遇、犯因、性質、罪質、
調査 二、罪質ト性質及犯由 二、罪質ト性質及犯由 二、罪質ト性質及犯由 二、罪質ト性質及犯由 二、罪質ト性質及犯由 二、罪質ト性質及犯由 二、罪質ト性質及犯由
三、心的状態ト犯罪 三、心的状態ト犯罪 三、心的状態ト犯罪 三、心的状態ト犯罪 三、精神状態ト犯罪 三、精神状態ト犯罪 三、精神状態ト犯罪
四、体的状態ト犯罪 四、体的状態ト犯罪 四、体的状態ト犯罪 四、体的状態ト犯罪 四、身体状態ト犯罪 四、身体状態ト犯罪 四、身体状態ト犯罪
五、既往症ト犯罪（新項目） 五、既往症ト犯罪 五、既往症ト犯罪 五、既往症ト犯罪 五、既往症ト犯罪 五、既往症ト犯罪
二、家庭トノ関係 五、境遇ト犯罪 六、境遇ト犯罪 六、境遇ト犯罪 六、境遇ト犯罪 六、犯罪系統 六、犯罪系統 六、犯罪系統
七、交友ト犯罪（新項目） 七、交友ト犯罪 七、交友ト犯罪 七、境遇ト犯罪 七、境遇ト犯罪 七、境遇ト犯罪
八、風俗習慣ト犯罪（新項目） 八、風俗習慣ト犯罪 八、風俗習慣ト犯罪 八、家庭ト犯罪 八、家庭ト犯罪 八、家庭ト犯罪
九、少年ノ上京ト犯罪（新項目） 九、少年ノ上京ト犯罪 九、少年ノ上京ト犯罪 九、教育ト犯罪 九、教育ト犯罪 九、教育ト犯罪
三、出生トノ関係 六、犯罪系統（新項目） 十、犯罪系統 十、犯罪系統 十、犯罪系統 一〇、交友ト犯罪 一〇、交友ト犯罪 一〇、交友ト犯罪
十一、犯罪ノ季節ト犯罪地（新項目） 十一、犯罪ノ季節ト犯罪地 一一、犯罪ノ季節ト犯罪地 一一、風俗習慣ト犯罪 一一、風俗習慣ト犯罪 一一、風俗習慣ト犯罪
四、生育トノ関係 七、家庭ト犯罪 十二、家庭ト犯罪 十二、家庭ト犯罪 一二、家庭ト犯罪 一二、少年ノ上京ト犯罪 一二、少年ノ上京ト犯罪 一二、少年ノ上京ト犯罪
一三、少年犯罪者ト職業（新項目） 一三、犯罪ノ季節ト犯罪地 一三、犯罪ノ季節ト犯罪地 一三、犯罪ノ季節ト犯罪地
五、保護者ノ生活状態 八、教育ト犯罪 十三、教育ト犯罪 十三、教育ト犯罪 一四、教育ト犯罪 一四、少年犯罪者ト職業 一四、少年犯罪者ト職業 一四、少年犯罪者ト職業
六、奉公問題 九、犯罪前ノ行状ト犯罪 十四、受刑者ノ行状ト犯罪 十四、受刑前ノ行状ト犯罪 一五、受刑前ノ行状ト犯罪 一五、受刑前ノ行状ト犯罪 一五、受刑前ノ行状ト犯罪 一五、受刑前ノ行状ト犯罪
七、地方ト都会トノ関係 十、女子ト不良少年（新項目） 十五、女子ト少年犯罪者 十五、女子ト少年犯罪者 一六、女子ト少年犯罪者 一六、性欲ト少年犯罪 一六、性欲ト少年犯罪 一六、性欲ト少年犯罪
八、浮浪性ノ衝動状態 十一、特殊ノ嗜好ト犯罪 十六、特殊ノ嗜好ト犯罪 十六、特殊ノ嗜好ト犯罪 一七、特殊ノ嗜好ト犯罪 一七、特殊ノ嗜好ト少年犯罪 一七、特殊ノ嗜好ト少年犯罪 一七、特殊ノ嗜好ト少年犯罪
一八、少年犯罪者ト飲酒及喫煙（新項目） 一八、少年犯罪者ト飲酒及喫煙 一八、少年犯罪者ト飲酒及喫煙 一八、少年犯罪者ト飲酒及喫煙
九、教育上ノ欠陥 十二、再犯ノ動機 十七、再犯ノ動機 十七、再犯ノ動機 一九、再犯ノ動機 一九、再犯ノ動機 一九、再犯ノ動機 一九、再犯ノ動機
十三、出監時ノ悔悛ノ状態ト出獄後ノ行状 十八、出監時悔悛ノ状態ト出獄後ノ状況 十八、出監時悔悛ノ状態ト出獄後ノ状況 二〇、出監時悔悛ノ状態ト出獄後ノ状況 二〇、出監時悔悛ノ状態ト出獄後ノ状況 二〇、出監時悔悛ノ状態ト出獄後ノ状況 二〇、出監時悔悛ノ状態ト出獄後ノ状況
十四、出獄後ノ保護ト其成績一斑 十九、出獄後ノ保護ト其ノ成績 十九、出獄後ノ保護ト其ノ成績 二一、出獄後ノ保護ト其ノ成績 二一、出獄後ノ保護ト其ノ成績 二一、出獄後ノ保護ト其ノ成績 二一、出獄後ノ保護ト其ノ成績
十五、少年受刑者ト文身（新項目） ⇒削除
十六、少年受刑者ト扁平足（新項目） ⇒削除
第三　少年受刑者ノ処遇 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究
項目
一、処遇ノ方針 一、低能者教育（新項目） 一、少年受刑者ト学科ノ好忌（新項目） 一、少年受刑者ノ階級処遇 一、少年受刑者ノ階級処遇実施状況一班 一、少年受刑者ノ階級処遇実施状況一班 一、少年受刑者ノ階級処遇実施状況一班 一、少年受刑者ノ階級処遇実施状況一班
二、戒護検束 二、少年受刑者ト宗教（新項目） ⇒削除 二、少年受刑者ト宗教（復活項目） 二、少年受刑者ノ心理状態ニ就テ 二、少年受刑者ノ心理状態ニ就テ 二、少年受刑者ノ心理状態ニ就テ 二、出監者ニ対する入監時ノ体質ト行刑ノ結果ニ於ケル現体質トノ関係（新項目）
三、賞罰 二、低能者実験ノ一部 三、少年受刑者ノ宗教心理（新項目） 三、少年受刑者ト宗教 ⇒削除
四、作業 三、少年受刑者ノ階級処遇（新項目） 四、少年受刑者ト学科ノ好忌 ⇒削除
五、教育 五、低能少年犯罪者ノ一班 四、少年受刑者ト学科ノ好忌 ⇒削除
六、教誨 五、低能少年犯罪者ノ一班 ⇒削除
七、衛生 六、息心調和法施行ニ於ケル状況概要（新項目）三、息心調和法施行ニ於ケル状況概要 三、息心調和法施行ニ於ケル状況概要 三、少年受刑者ノ心理状態ニ就テ







附録 附録 附録 附録 附録 附録 附録
川越分監沿革小誌 川越分監沿革小誌 川越分監沿革小誌 川越分監沿革小誌 川越分監沿革小誌 川越分監沿革小誌 川越分監沿革小誌
川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他 川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他 川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他 川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他 川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他 川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他 川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他























※ 大正 2 年版『受刑者ノ統計』は現在までに発見されていないため表記していない。
※「低能者」に関する施策の要点を 枠内に記入した。



































































































明治四十五年大正元年中ニ於ケル統計及報告 第一、少年受刑者ニ関スル統計 第一、少年受刑者ニ関スル統計 第一、少年受刑者ニ関スル統計 第一、少年受刑者ニ関スル統計 第一、少年受刑者ニ関スル統計 第一、少年受刑者ニ関スル統計 第一、少年受刑者ニ関スル統計
項目
一、出入監ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項 一、出入ニ関スル事項
二、動静賞罰並ニ検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並ニ検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並ニ検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並ニ検束ニ関スル事項 二、動静賞罰並ニ検束ニ関スル事項
三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項 三、作業ニ関スル事項
四、衛生ニ関スル事項 四、衛生ニ関スル事項 四、衛生ニ関スル項事 四、衛生ニ関スル項事 四、衛生ニ関スル項事 四、衛生ニ関スル項事 四、衛生ニ関スル項事 四、衛生ニ関スル項事
五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項 五、教誨ニ関スル事項
六、教育ニ関スル事項　 六、教育ニ関スル事項 六、教育ニ関スル事項 六、教育ニ関スル事項 六、教育ニ関スル事項 六、教育ニ関スル事項 六、教育ニ関スル事項 六、教育ニ関スル事項
七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　 七、出獄後ノ保護ニ関スル事項　
附　明治四十二年以降出監者現況調 八、明治四十二年以降出監者現況調 八、明治四十二年以降出監者現況調 八、大正二年以降出監者現況 八、大正三年以降出監者ノ現況 八、大正三年以降出監者ノ現況 八、大正三年以降出監者ノ現況
附録　少年受刑者ノ処遇ト研究　（第一沿革） 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　 第二、少年受刑者ノ処遇ト研究　
項目
第二少年受刑者ノ犯因ト境遇 一、生育ト犯罪 一、生育ト犯罪 一、生育ト犯罪 一、生育ト犯罪 一、生育ト犯罪 一、生育ト犯罪 一、生育ト犯罪
一、入監前ニ於ケル境遇、犯因、性質、罪質、
調査 二、罪質ト性質及犯由 二、罪質ト性質及犯由 二、罪質ト性質及犯由 二、罪質ト性質及犯由 二、罪質ト性質及犯由 二、罪質ト性質及犯由 二、罪質ト性質及犯由
三、心的状態ト犯罪 三、心的状態ト犯罪 三、心的状態ト犯罪 三、心的状態ト犯罪 三、精神状態ト犯罪 三、精神状態ト犯罪 三、精神状態ト犯罪
四、体的状態ト犯罪 四、体的状態ト犯罪 四、体的状態ト犯罪 四、体的状態ト犯罪 四、身体状態ト犯罪 四、身体状態ト犯罪 四、身体状態ト犯罪
五、既往症ト犯罪（新項目） 五、既往症ト犯罪 五、既往症ト犯罪 五、既往症ト犯罪 五、既往症ト犯罪 五、既往症ト犯罪
二、家庭トノ関係 五、境遇ト犯罪 六、境遇ト犯罪 六、境遇ト犯罪 六、境遇ト犯罪 六、犯罪系統 六、犯罪系統 六、犯罪系統
七、交友ト犯罪（新項目） 七、交友ト犯罪 七、交友ト犯罪 七、境遇ト犯罪 七、境遇ト犯罪 七、境遇ト犯罪
八、風俗習慣ト犯罪（新項目） 八、風俗習慣ト犯罪 八、風俗習慣ト犯罪 八、家庭ト犯罪 八、家庭ト犯罪 八、家庭ト犯罪
九、少年ノ上京ト犯罪（新項目） 九、少年ノ上京ト犯罪 九、少年ノ上京ト犯罪 九、教育ト犯罪 九、教育ト犯罪 九、教育ト犯罪
三、出生トノ関係 六、犯罪系統（新項目） 十、犯罪系統 十、犯罪系統 十、犯罪系統 一〇、交友ト犯罪 一〇、交友ト犯罪 一〇、交友ト犯罪
十一、犯罪ノ季節ト犯罪地（新項目） 十一、犯罪ノ季節ト犯罪地 一一、犯罪ノ季節ト犯罪地 一一、風俗習慣ト犯罪 一一、風俗習慣ト犯罪 一一、風俗習慣ト犯罪
四、生育トノ関係 七、家庭ト犯罪 十二、家庭ト犯罪 十二、家庭ト犯罪 一二、家庭ト犯罪 一二、少年ノ上京ト犯罪 一二、少年ノ上京ト犯罪 一二、少年ノ上京ト犯罪
一三、少年犯罪者ト職業（新項目） 一三、犯罪ノ季節ト犯罪地 一三、犯罪ノ季節ト犯罪地 一三、犯罪ノ季節ト犯罪地
五、保護者ノ生活状態 八、教育ト犯罪 十三、教育ト犯罪 十三、教育ト犯罪 一四、教育ト犯罪 一四、少年犯罪者ト職業 一四、少年犯罪者ト職業 一四、少年犯罪者ト職業
六、奉公問題 九、犯罪前ノ行状ト犯罪 十四、受刑者ノ行状ト犯罪 十四、受刑前ノ行状ト犯罪 一五、受刑前ノ行状ト犯罪 一五、受刑前ノ行状ト犯罪 一五、受刑前ノ行状ト犯罪 一五、受刑前ノ行状ト犯罪
七、地方ト都会トノ関係 十、女子ト不良少年（新項目） 十五、女子ト少年犯罪者 十五、女子ト少年犯罪者 一六、女子ト少年犯罪者 一六、性欲ト少年犯罪 一六、性欲ト少年犯罪 一六、性欲ト少年犯罪
八、浮浪性ノ衝動状態 十一、特殊ノ嗜好ト犯罪 十六、特殊ノ嗜好ト犯罪 十六、特殊ノ嗜好ト犯罪 一七、特殊ノ嗜好ト犯罪 一七、特殊ノ嗜好ト少年犯罪 一七、特殊ノ嗜好ト少年犯罪 一七、特殊ノ嗜好ト少年犯罪
一八、少年犯罪者ト飲酒及喫煙（新項目） 一八、少年犯罪者ト飲酒及喫煙 一八、少年犯罪者ト飲酒及喫煙 一八、少年犯罪者ト飲酒及喫煙
九、教育上ノ欠陥 十二、再犯ノ動機 十七、再犯ノ動機 十七、再犯ノ動機 一九、再犯ノ動機 一九、再犯ノ動機 一九、再犯ノ動機 一九、再犯ノ動機
十三、出監時ノ悔悛ノ状態ト出獄後ノ行状 十八、出監時悔悛ノ状態ト出獄後ノ状況 十八、出監時悔悛ノ状態ト出獄後ノ状況 二〇、出監時悔悛ノ状態ト出獄後ノ状況 二〇、出監時悔悛ノ状態ト出獄後ノ状況 二〇、出監時悔悛ノ状態ト出獄後ノ状況 二〇、出監時悔悛ノ状態ト出獄後ノ状況
十四、出獄後ノ保護ト其成績一斑 十九、出獄後ノ保護ト其ノ成績 十九、出獄後ノ保護ト其ノ成績 二一、出獄後ノ保護ト其ノ成績 二一、出獄後ノ保護ト其ノ成績 二一、出獄後ノ保護ト其ノ成績 二一、出獄後ノ保護ト其ノ成績
十五、少年受刑者ト文身（新項目） ⇒削除
十六、少年受刑者ト扁平足（新項目） ⇒削除
第三　少年受刑者ノ処遇 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究 第三、少年受刑者ニ関スル特殊研究
項目
一、処遇ノ方針 一、低能者教育（新項目） 一、少年受刑者ト学科ノ好忌（新項目） 一、少年受刑者ノ階級処遇 一、少年受刑者ノ階級処遇実施状況一班 一、少年受刑者ノ階級処遇実施状況一班 一、少年受刑者ノ階級処遇実施状況一班 一、少年受刑者ノ階級処遇実施状況一班
二、戒護検束 二、少年受刑者ト宗教（新項目） ⇒削除 二、少年受刑者ト宗教（復活項目） 二、少年受刑者ノ心理状態ニ就テ 二、少年受刑者ノ心理状態ニ就テ 二、少年受刑者ノ心理状態ニ就テ 二、出監者ニ対する入監時ノ体質ト行刑ノ結果ニ於ケル現体質トノ関係（新項目）
三、賞罰 二、低能者実験ノ一部 三、少年受刑者ノ宗教心理（新項目） 三、少年受刑者ト宗教 ⇒削除
四、作業 三、少年受刑者ノ階級処遇（新項目） 四、少年受刑者ト学科ノ好忌 ⇒削除
五、教育 五、低能少年犯罪者ノ一班 四、少年受刑者ト学科ノ好忌 ⇒削除
六、教誨 五、低能少年犯罪者ノ一班 ⇒削除
七、衛生 六、息心調和法施行ニ於ケル状況概要（新項目）三、息心調和法施行ニ於ケル状況概要 三、息心調和法施行ニ於ケル状況概要 三、少年受刑者ノ心理状態ニ就テ







附録 附録 附録 附録 附録 附録 附録
川越分監沿革小誌 川越分監沿革小誌 川越分監沿革小誌 川越分監沿革小誌 川越分監沿革小誌 川越分監沿革小誌 川越分監沿革小誌
川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他 川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他 川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他 川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他 川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他 川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他 川越分監少年受刑者教育及処遇規程其他























※ 大正 2 年版『受刑者ノ統計』は現在までに発見されていないため表記していない。
※「低能者」に関する施策の要点を 枠内に記入した。




















































































































































































































修身 168 135 130 80 150 100 108 99 50 100 50 99 － 100
読方 205 138 172 80 199 100 109 99 50 99 50 99 － 100
綴方 50 50 43 － 50 － 69 － 25 － 25 － － －
書方 130 90 129 － 148 － 69 － 25 － 25 － － －
算術 208 146 172 80 199 101 109 100 50 100 50 100 － 100
体操 268 268 407 513 452 602 384 594 99 598 98 596 － 600
地理 － － － － － － － － － － － － － －
歴史 － － － － － － － － － － － － － －




































研究は、1914 年から 1917 年までの 4 年間、さま
ざまな要素に言及して「低能者」に関する ｢ 実験
｣ と ｢ 観察 ｣ をすすめ、その結果から一定の考察
と結論を導き出している。教育処遇との関連をふ












































































1914（大正3）年 1915（大正4）年 1916（大正5）年 1917（大正6）年
表題 『低能者教育』 『低能者実験ノ一部』 『低能少年犯罪者ノ一班』 『低能少年犯罪者ノ一班』



































































































































































































































































































































史』（1976）にも ｢ 低能者 ｣ 処遇に関する記述が
ある。















に収蔵されている ｢ 低能児観察表 ｣ は、脇田良吉
が著した『小学校に於ける成績不良児教育法』











































































The purpose of this study is to consider the transition of education treatment for persons with 
intellectual disabilities in the Kawagoe branch of Urawa Prison in the Meiji-Taisho era. This study 
examined the period from 1909 to 1922 mainly reviewing the statistics reports edited by Urawa 
Prison.
This study has clarified following 2 points: 1) In 1914, “the special education for intellectually 
disabled persons” started aiming to “make up for the defect of education” as the Kawagoe branch put 
emphasis on the problem of re-imprisonment of those persons.However, “the special education” was 
abolished in 1920. 2) Other trainings helping them to achieve “the adaptation to the society”, such as 
“physical training”, “work encouragement”, and “moral education training”, were conducted instead of 
“the special education”.
In the background of such policy switch, there were the changes of the view on intellectually 
disabled personswith the progress of the “classification” method, or difficulties to organize the special 
classes.
Keywords: mentally-handicapped persons, juvenile prison, intervention treatment

